
【J-LIS】自治体クラウド支援アドバイザー事業 

 岩手県の事例  
 
  １ 支援団体 
（１）申込団体     岩手県 
（２）参加団体 
   盛岡市、大船渡市、花巻市、北上市、久慈市、遠野市、一関市、

陸前高田市、釜石市、八幡平市、奥州市、滝沢市、雫石町、岩手

町、紫波町、矢巾町、西和賀町、金ケ崎町、住田町、大槌町、岩

泉町、田野畑村、一戸町、岩手県町村会、岩手県（合計 25団体） 
（３）依頼種別 
   短期（１日間）／講演・支援 
 
２ 背景、課題等 

・岩手県では、同一ベンタ同士による自治体クラウドのグループが多く、異なるベンダ同士の

自治体クラウドのグループの形成が難しいため、自治体クラウドの導入が進んでいない 
・市の自治体クラウドの導入及び単独クラウドから自治体クラウドへの移行が進んでいない 

 
３ 内容 

（１）支援内容 
ア 講演 
 ・自治体クラウドの導入から運用段階における課題、導入に当たっての留意点等について 
イ 支援 
・希望する団体（５団体）を対象に、主に以下の内容について具体的な相談を実施 
 中核市や人口規模の差が大きい団体での自治体クラウド導入事例紹介 
 現行ベンダがそれぞれ違う団体での自治体クラウドにおける費用対効果の算出方法 
 ノンカスタマイズでのシステム導入の進め方 

 
（２）結果等 
ア 講演 
 ・自治体クラウド導入の目的や検討段階での留意点、導入後の成果や直面している課題等 

の情報共有 
イ 支援 
 ・事例紹介や実際の進め方等の具体的な内容についての提案 
 ・現行ベンダの継続にとらわれず他ベンダの提案も踏まえて検討する必要性の確認 

    
４ 今後の予定 

・自治体クラウド導入に向けたセミナーの開催や専門家の派遣などによる支援を行う 
・支援団体においてはクラウド導入に向け、他ベンダへのデモ依頼及び原課への展開を進める 


